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号　　外

ライトアップされた旧日立航空機株式会社変電所（ 平成 26年 8月 8日、第 10回平和市民のつどいで撮影）

戦後７０年

平和特集号
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忘れない。

私たちのまちは戦場だった。

そして願う、恒久平和を。

西の原爆ドーム

東の変電所

戦争と核兵器のない世界の建設 

にむけて努力することをあらた 

めて誓い、東大和市が平和都市 

であることを宣言する。 

〔東大和市平和都市宣言（抄）〕 
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ー
で
行
う
予
定
で
す
）

▽
場
所　

都
立
東
大
和
南
公
園

内
平
和
広
場

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

徒
歩
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
時
間
・
内
容　

左
表
参
照

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

　

市
で
は
、
市
内
の
子
ど
も
た

ち
に
、
平
和
を
祈
念
し
た
キ
ャ

ン
ド
ル
シ
ェ
ー
ド
（
和
紙
）
を

制
作
し
て
も
ら
い
、
平
和
市
民

の
つ
ど
い
で
平
和
祈
念
キ
ャ
ン

ド
ル
と
し
て
設
置
す
る
予
定
で

　

平
和
市
民
の
つ
ど
い
で
は
、

旧
日
立
航
空
機
株
式
会
社
変
電

所
内
の
公
開
や
平
和
コ
ン
サ
ー

ト
の
実
施
、
市
の
歴
史
と
戦
争

に
か
か
わ
る
市
刊
行
物
等
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
市
内
の
子

ど
も
た
ち
が
絵
を
描
い
た
平
和

祈
念
キ
ャ
ン
ド
ル
の
点
灯
や
、

市
で
制
作
し
た
戦
争
体
験
映
像

記
録
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品
）
の
上
映

も
行
い
ま
す
。

　

平
和
の
大
切
さ
を
再
認
識
す

る
機
会
と
し
て
、
多
く
の
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
期
日　

８
月　

日
貍
（
雨
天

１５

で
も
開
催
し
ま
す
が
、
荒
天
の

場
合
に
は
桜
が
丘
市
民
セ
ン
タ

す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

制
作
し
て
い
た
だ
い
た
折
り
鶴

を
、
広
島
平
和
記
念
公
園
に
あ

る
「
原
爆
の
子
の
像
」
へ
捧
げ

る
予
定
で
す
。

　

市
内
の
公
共
施
設
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
制
作
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
設
置
場
所

�
キ
ャ
ン
ド
ル
シ
ェ
ー
ド：

児

童
館
（
８
月
７
日
貊
ま
で
）

�
折
り
鶴：

東
大
和
市
ふ
れ
あ

い
広
場
、
中
央
公
民
館
、
図
書

館
、
児
童
館
、
郷
土
博
物
館
（
８

月　

日
豺
ま
で
）

３１
▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

8
月
15
日
貍
開
催 

第
　
回 

平
和
市
民
の
つ
ど
い 

11
第
　
回 

平
和
市
民
の
つ
ど
い 

11

�

平
和
へ
の
思
い
は
一
つ

　　

平
成　

年
、
日
本
は
戦
後　

年

２７

７０

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
戦
後
生

ま
れ
の
人
口
は
一
億
人
を
超
え
、

日
本
の
総
人
口
の
約
８
割
を
占
め
て

お
り
ま
す
。
戦
争
を
経
験
さ
れ
た

方
た
ち
は
少
な
く
な
り
、
そ
の
記

憶
を
今
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が
年
々

難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
、
改
め
て
市
民
の
皆
様
と
一
緒

に
考
え
る
た
め
、
戦
後
の
節
目
の

年
に
、
戦
災
建
造
物
で
あ
り
ま
す

「
旧
日
立
航
空
機
株
式
会
社
変
電

所
」
を
本
紙
第
１
面
に
掲
載
し
、

平
和
特
集
号
の
市
報
と
し
て
初
め
て

作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
争
の
体
験
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
戦
争

体
験
の
映
像
記
録
の
制
作
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。
こ
の
記
録
に
は
、

旧
日
立
航
空
機
株
式
会
社
に
勤
務
さ

れ
て
い
た
方
の
体
験
談
な
ど
も
収
録

さ
れ
て
お
り
、
８
月　

日
に
開
催

１５

し
ま
す
当
市
の
「
平
和
市
民
の
つ

ど
い
」
に
お
い
て
も
上
映
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
市
の

平
和
事
業
を
通
じ
て
、「
何
を
繰
り

返
し
て
は
い
け
な
い
の
か
」
を
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
、
先
人
達
が
残
し

て
く
れ
た
言
葉
を
一
つ
ひ
と
つ
心

に
刻
み
、
か
け
が
い
の
な
い
平
和

な
日
々
を
守
る
責
務
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
多
く
の
人
々
が
、
戦
火

に
包
ま
れ
、
悲
し
い
歴
史
の
１
ペ

ー
ジ
を
経
験
し
ま
し
た
。　

年
前

７０

が
遠
い
過
去
の
も
の
と
な
ら
ぬ
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
、
恒
久
平
和
を

心
に
誓
い
、
未
来
に
繋
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

東
大
和
市
長　

尾
崎
保
夫　

東大和少年少女合唱団の皆さん（平成 26年 8月 8日、第 10回平和市民のつどいで撮影）

平和市民のつどい 時間・内容

【旧日立航空機株式会社変電所内】
�変電所内の特別公開（午後8時まで）
�東大和市刊行物の販売
�慰霊塔及び追悼式の写真パネルの展示
�平和文集及び日本国憲法の配布
�戦争体験映像記録（DVD作品）の上映
【特設テント内】
�折鶴制作コーナー
�「核兵器禁止条約」早期実現の署名コー
ナー
�平和祈念キャンドル制作コーナー
�平和文集及び日本国憲法の配布

午後2時～　 

午後7時40分

【ステージテント】
�開会宣言
�平和コンサート・第1部（演奏：国立音
楽大学学生）
�戦争体験の朗読劇（都立東大和南高等学
校演劇部）
�平和祈念式典（黙とう、主催者等あいさ
つ、平和都市宣言朗読）
�中学生による広島派遣事業報告会
�平和コンサート・第2部（合唱：東大和
少年少女合唱団）

午後5時35分～

午後7時40分　

�平和祈念キャンドル点灯
�変電所のライトアップ

午後6時20分～
午後7時40分　

平和都市宣言と平和月間 市では、平成 2年に「平和都市」を宣言し、恒久平和の実現と核兵器の廃絶に向けて、平和意識の高揚に取り組ん
でいます。また、8月を「平和月間」と位置付け、平和に関する様々な事業を実施しています。

願
い
を
込
め
て
 

制
作
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い 
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戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
は
高

齢
と
な
り
、
戦
争
の
記
憶
を
語

り
継
ぐ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
、

戦
争
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
戦
争
を
体
験
さ
れ

た
市
民
の
方
等
に
ご
出
演
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
戦
争
体
験
映

像
記
録
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品
）
を
制

戦争体験 
　　映像記録 

戦争を風化させないために 

分
程
度
。申
込
み
は
不
要
で
す
。

■
企
画
展
示
関
連
講
演
会
「
日

本
の
戦
争
遺
跡
の
調
査
・
研
究

と
保
存
〜
旧
日
立
航
空
機
変
電

所
を
中
心
と
し
て
〜
」

▽
日
時　

８
月
９
日
豸
午
後
２

時
〜
４
時

▽
会
場　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
講
師　

十
菱
駿
武
氏
（
戦
争

遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

共
同
代
表
）

▽
定
員　

お
お
む
ね　

人
（
当

１００

日
先
着
順
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
�　

―　

―
４
８
０
０

０４２

５６７

ま
で
。

　

広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
８

月
６
日
・
９
日
の
原
爆
の
日
に

慰
霊
並
び
に
式
典
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
８
月　

日
の
終
戦

１５

記
念
日
に
は
全
国
戦
没
者
追
悼

式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数
多

く
の
人
々
を
追
悼
し
、
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、家
庭
・
職
場
・

地
域
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

間
に
合
わ
せ
た
黙
と
う
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
広
島
市：

８
月
６
日
貅
午
前

８
時　

分
１５

�
長
崎
市：

８
月
９
日
豸
午
前

　

時
２
分 

１１�
終
戦
記
念
日：

８
月　

日
貍

１５

正
午

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

　

昭
和　

年
、

１３

北
多
摩
郡
大
和

村
（
現
在
の
東

大
和
市
）
に
戦

闘
機
の
エ
ン
ジ

ン
を
製
造
す
る

大
き
な
軍
需
工

場
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
東
京

瓦
斯
電
気
工
業

株
式
会
社
（
翌
年
「
日
立
航
空

機
株
式
会
社
立
川
工
場
」
と
な

る
）
で
す
。

　

工
場
の
敷
地
北
西
部
に
あ
っ

た
変
電
所
は
、
高
圧
線
で
送
ら

れ
て
き
た
電
気
を
減
圧
し
て
工

場
へ
送
る
重
要
な
施
設
で
し
た
。

　

昭
和　

年
、
多
摩
地
域
一
帯

２０

の
他
の
軍
需
工
場
と
同
様
に
、

当
時
の
大
和
村
で
も
合
計　

回
１０

の
空
襲
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

犠
牲
者
を
出
し
た
空
襲
は
３

回
あ
り
、
工
場
の
従
業
員
や
動

員
さ
れ
た
学
生
、
周
辺
の
住
民

な
ど
、
あ
わ
せ
て　

名
の
方
が

１１１

亡
く
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も

４
月　

日
の
攻
撃
で
は
、
一
、

２４

八
○
○
発
余
り
の
爆
弾
が
投
下

さ
れ
、
工
場
は
８
割
方
壊
滅
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
回
の
空
襲
に
よ
り
、
建
物

の
ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
ま
し

た
が
、
変
電
所
は
奇
跡
的
に
生

き
残
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
窓

枠
や
扉
な
ど
は
爆
風
で
吹
き
飛

び
、
壁
面
に
は
機
銃
掃
射
や
爆

弾
の
破
片
に
よ
る
無
数
の
穴
が

で
き
ま
し
た
。

　

戦
争
で
多
く
の
尊
い
命
が
犠

牲
に
な
っ
た
こ
と
を
、
誰
よ
り

も
雄
弁
に
物
語
る
変
電
所
。
市

で
は
、
こ
の
変
電
所
を
平
成
７

年
に
文
化
財
に
指
定
し
、
後
世

に
伝
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

所
４
階
）、
図
書
館
、
公
民
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー

※
休
館
日
は
除
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
配
布
を
希
望
す

る
方
は
、
返
信
用
の
切
手
（
平

成　

年
度
文
集
１
冊
で　

円

２７

４００

分
）
を
同
封
し
、
企
画
課
ま
で

郵
送
（
〒　
　

東
大
和
市
中
央

２０７-
８５８５

３
―　

）
に
て
お
申
し
込
み
く

９３０

だ
さ
い
。
な
お
、
複
数
冊
の
郵

送
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課　

内
線
１

４
２
５
ま
で
。

作
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
像
記
録
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作

品
）
を
希
望
者
に
無
料
で
貸
し

出
し
ま
す
。

▽
映
像
内
容　

東
大
和
市
及
び

旧
日
立
航
空
機
株
式
会
社
変
電

所
の
歴
史
や
現
在
の
姿
、
市
民

の
方
等
の
戦
争
体
験
談
を
映
像

作
品
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で

す
。

▽
貸
出
開
始
日　

８
月　

日
豺

１７

※
８
月　

日
貍
開
催
の
第　

回

１５

１１

平
和
市
民
の
つ
ど
い
で
、
先
行

上
映
す
る
予
定
で
す
。

▽
貸
出
場
所　

企
画
課
（
市
役

所
４
階
）

※
平
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
の
間
に
、
企
画
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
貸
出
期
間　

多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
く
た
め
、
２
週
間
を

目
途
と
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課　

内
線
１

４
２
５
ま
で
。

黙
と
う
へ
の
 

　
　
　

ご
協
力
を

　

平
成　

年
度
平
和
文
集
「
い

２７

ま
、
語
り
継
ぎ
た
い
こ
と
〜
戦

争
と
平
和
〜
」
を
発
刊
し
ま
す
。

　

平
和
文
集
に
は
、
戦
争
の
体

験
記
に
加
え
、
市
内
の
小
・
中

学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
戦
争
と

平
和
に
関
す
る
作
文
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
平
和
文
集
を
希
望
者
に

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▽
配
布
開
始
日　

８
月　

日
豺

１７

※
８
月　

日
貍
開
催
の
第　

回

１５

１１

平
和
市
民
の
つ
ど
い
で
、
先
行

配
布
す
る
予
定
で
す
。

▽
配
布
場
所　

企
画
課
（
市
役

　

戦
争
や
戦
時
中
の
生
活
に
関

す
る
収
蔵
資
料
、
市
民
の
方
が

お
持
ち
の
資
料
を
展
示
中
で
す
。

ま
た
、
変
電
所
を
中
心
に
、
全

国
に
残
る
戦
争
や
空
襲
の
痕
跡

を
写
真
等
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
６
日
豸
ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
毎
週

月
曜
日
は
休
館
日
で
す
）

▽
会
場　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

▽
展
示
ガ
イ
ド　

８
月
１
日
貍
、

８
月　

日
豸
、
９
月
５
日
貍
の

１６

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
、
博

物
館
職
員
に
よ
る
展
示
ガ
イ
ド

を
行
い
ま
す
。
所
要
時
間
は　
３０

■
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
〜
今
月

の
テ
ー
マ
は
「
戦
後　

年
の
平

７０

和
事
業
」
で
す

　

市
で
は
、
毎
年
平
和
月
間
に

実
施
し
て
い
る
平
和
事
業
を
、

今
年
は
一
層
充
実
さ
せ
て
い
ま

す
。今
月
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
３
階
）で
は
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１

３
２
１
ま
で
。

平
和
月
間
の
 

催
し
物
 

平和月間の 

シンボルマーク 

■
中
央
・
桜
が
丘
・
清
原
図
書

館
〜
非
核
平
和
図
書
展

　

戦
後　

年
を
テ
ー
マ
に
図
書

７０

を
展
示
し
、
貸
し
出
し
ま
す
。

▽
場
所
・
期
間　

中
央
図
書
館

・
桜
が
丘
図
書
館：

８
月　

日
２４

豺
ま
で
、
清
原
図
書
館：

８
月

　

日
豸
ま
で

２３※
開
館
時
間
・
休
館
日
等
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
、
桜
が
丘
図

５６４
書
館
�　

―　

―
２
２
３
１
、

０４２

５６７

清
原
図
書
館
�　

―　

―
２
９

０４２

５６４

４
４
ま
で
。

郷土博物館企画展示 
開催中 

郷土博物館企画展示 
開催中 

戦後70年 
私たちのまちは戦場だった 

戦後70年 
私たちのまちは戦場だった 

■
ふ
れ
あ
い
広
場
〜
広
島
・
長

崎
被
爆
写
真
パ
ネ
ル
展

　

東
大
和
市
ふ
れ
あ
い
広
場
（
玉

川
上
水
駅
北
側
す
ぐ
）
で
は
、

広
島
・
長
崎
被
爆
写
真
パ
ネ
ル

展
を
、
８
月　

日
豺
ま
で
開
催

３１

し
て
い
ま
す
。

▽
開
所
時
間　

正
午
〜
午
後
６

時
（
休
業
日
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

平
和
文
集
を 

　
　
　
　
　

発
刊 

い
ま
、
語
り
継
ぎ
た
い
こ
と
〜
戦
争
と
平
和
〜 

�

＜写真の解説＞

　左の写真は、現在の都立

東大和南公園付近にあった

旧日立航空機株式会社立川

工場を、終戦直後の昭和２０
年９月に、東側から撮影し
たものです。

　度重なる空襲で、建物の

一部は骨組みだけとなって

います。写真右の煙突の下

付近にある建物が変電所で

す。

　７０年の時を経て、戦争の
悲惨さを現在に伝える貴重

な資料です。

▽
日
時　

８
月　

日
貂
〜　

日

１１

２３

豸
午
後
２
時
〜
５
時
（
８
月　
１７

日
豺
は
除
く
）

※
８
月　

日
貍
は
、
平
和
市
民

１５

の
つ
ど
い
開
催
に
伴
い
、
午
後

８
時
ま
で
公
開
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７ 変
電
所
の
 

　
　
　

特
別
公
開

軍需工場

戦争の歴史
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平和への
　願いを込めて　
─ みんなで作る折り鶴オブジェ ─

　
　高さ １８０㎝、幅２３０㎝のパネルに貼られているのは、

約３千羽の折り鶴。このオブジェは、中央公民館まつり

（平成２７年６月開催）の際に、多くの方の力により作られ

ました。

　１５色の折り鶴たちが、多摩湖の取水塔や大空に飛び

立つ鳩などを美しく表現しています。

　青い空にかかる大きな虹。太陽が照らす湖面と緑の

木々。この平和な景色がいつまでも見られますように。

古紙含有率 70％再生紙を使用しています


